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人間の心は1日に約60,000〜70,000の思考を考えます。このうち90%が無駄になります。これらの思考のほとんどは、心に思考の絶え間ない流れをもたらすために自動的に生成されます。私たちは通常、これらの考えに注意を払っていないので、多くの考えが私たちの心を通って流れていることに気付いていないかもしれません。これらの考えの創造は、私たちが日中に見たり聞いたりすることに触発されています。

私たちが心の中で考えていることは、私たちの言葉やカルマ/行動に反映され、習慣の形成につながります。私たちのカルマと習慣のコレクションは、私たちの運命を作り出します。このため、私たちは自分がどう思うかにもっと注意する必要があります。

自分の考えを確かめようとしたことはありますか。私たちは自分の考えをほとんど意識しておらず、一般的に、私たちは自分の考え方を監視しません。自分の考え方に気づくと、自分の考えをチェックし、変えることができます。自分の考えを変えることができれば,自分の行く末を変えることができます。この本は、ブラフマクマリス神々しい精神大学のムルリ(神の教え)に基づいて「どのように考えるか」についてあなたを導きます。

ムルリの知識(以下、「BK知識」ともいう)は、ブラフマ・クマリスのメンバーによって高尚な思考を創造するために使用されています。たった一つの力強い高尚な思考を通して、あなたは神(シブ・ババ)と共に天使の世界にいるでしょう。

1969年以前は、ムルリはブラフマ・ババの肉体を使って与えられていました。ブラフマ・ババが肉体を去った後、1969年にムルリはダディ・グルザールの肉体を通して与えられました。ブラフマ・ババの肉体を用いて神によって語られたムルリは、「サカール・ムルリ」と呼ばれています。ダディ・グルザールを通して語られたムルリ語は、アヴィヤクト・ムルリと呼ばれている。

この本は、読者がムルリスの中で神によって与えられた知識についてのみ考えるように導くために書かれています。この敬虔な知識について考えることで,あなたは霊的に力強くなるでしょう。したがって、この本には、いくつかの説明と提案とともに、ムルリスからの抜粋があります。ムルリがBKセンターで読まれた日付は、各ムルリ抽出物の上部に示されています。「SM」はサカール・ムルリを表し、「AM」はアヴィヤクト・ムルリを指します。

各ムルリの抜粋の後に与えられた説明は、関連するムルリで神が何を言っているのかを理解するのに役立ちます。だから、ムルリのムルリポイントをかき混ぜる(考えたり熟考したりする)のが簡単になります。どんな考えを作れるかなど、説明とともに提案もします。

BKの知識について熟考することは、知識、またはムルリポイントについて深く考えることによって行われます。これは知識をかき混ぜることと呼ばれます。チャーニングとは、解約プロセスの利益を得るために知識で飽和するまで、あらゆる角度から、信仰を持って知識、またはムルリポイントについて考えることです。

インド人は牛乳をかき混ぜて、高く評価されているギーを手に入れます。したがって、ヒンズー教の海のチャーニング神話では、ミルクの海をかき混ぜることによって、蜜や他の多くの貴重品が受け取られているように描かれています。これは、BKの知識をかき混ぜることで、価値があり、蜜のような数百万倍の利益を得る方法を反映しています。

あなたは神のみもとにいるだからあなたは蜜のような味がする酔わせる至福を経験する。

2. あなたは神とのつながりを通して、神の助けなどを受けることができる。

3.あなたは神からのあなたの相続財産を主張する、すなわち、あなたは幸福、地位、富などを楽しむあなたの完全な神聖な状態と完全な神聖な世界を取り戻す。

霊的に力を持つようになるこの理由から、あなたはこの誕生と将来の誕生において、安定、霊的な強さ、幸福、平和、純粋さ、至福などを享受します。知識をかき混ぜることを通してあなたが楽しむ至福は、あなたが霊的に強力になるにつれて増加します。

5.あなたはもはや悪徳に邪魔されません。したがって、あなたは簡単に酔わせる、至福の段階を楽しむことができます。

6. あなたは神から与えられた知識をよりよく理解している。

あなたの考えは、あなたがムルリスの中で神によって与えられたムルリのポイントについて熟考しているとき、正確で高められるでしょう。この思考の正確さは、正確で高尚な思考が強力な思考であるため、あなたを高い霊的に強力な段階に導きます。

ムリスで語られていることが真実であるという信仰を持ちなさい。これはあなたが強力な思考を作成するのに役立ちます。疑いはあなたの考えを弱めるでしょう。

各ムルリポイントは力で満たされています。また、高い霊的段階を容易に達成できるように、それらを強力であると考えるべきです。ムルリの点について熟考することには、ムルリの点に基づいて思考を創造し、神がムルリスで言われたことを思い出すことが含まれます。あなたが何かを思い出すとき、新しい思考が創造されるので、記憶することは思考プロセスの一部です。

あなたが常にムルリの点について熟考するならば、無駄な思考はあなたの心の中のいかなる空間も占有することができず、あなたの知性も無駄によって触れられることはないでしょう。したがって、あなたは簡単に高い霊的に強力な段階に到達し、維持することができます。

高い段階に到達し、神から与えられた知識をさらに理解するために、毎日1つ以上のムルリポイントを熟考する必要があります。ムルリのポイントを絶えず熟考することで、あなたの考え方が変わり、これはあなたが知識を熟考しているときにあなたを助けるでしょう。時間が経つにつれて、あなたが知識について反芻し続けるにつれて、あなたはただ考えだけで即座に瞑想状態に入るのがより簡単になるのを見つけるでしょう。

特定のムルリポイントについて熟考するときは、その深みに入るべきです。例えば、あなたが神について考えるとき、神についてムリスで教えられたすべてのことを考え、同時に、視覚化を通して神の前に自分自身を連れて行きます。ビジュアライゼーションとは、イメージで思考を創造することです。あなたの視覚化がムルリスで言われたことに基づいているとき、あなたは神/ババの前にあなたをもたらす強力な視覚化を持つでしょう。これらの視覚化には、自分自身を魂として見ることが含まれるべきです。

ムルリスの知識について考えているとき、それが真実であるという信仰と、霊的に力を持つようになるという意図をもって、あなたは自分自身を神聖な状態に変えるために霊的な努力をしています。

この本では、父を意味する「ババ」という言葉は、神が人間の魂の父であるため、神を指しながら時々使用されます。時々、「神/ババ」は、神があなたの父/ババであるという印象をあなた(魂)の中に残すために使われます。あなたが読んだり、考えたり、見たり、聞いたりしたことの印象は、魂のエネルギーに残され、これらは魂の記憶バンクに保存され、記憶することができます。神に関する印象がさらに増えるとき,神を簡単に思い起こす助けとなります。

本書では、先ほどのムルリの抜粋で述べてきた説明は、適切な説明をするために何かを繰り返す必要がない限り、繰り返さない。新しいムルリのポイントについては、後の章で説明します。説明がmurli抽出物自体にある場合、説明も与えられません。後の章のmurliの抽出は、多くのmurliのポイントがすでに前の章で説明されているため、より長いことがあります。したがって、読者はこれらの後のmurli抽出物で言われていることを理解できるはずです。いくつかのムルリのポイントは、あなたの思考プロセスが絶えず新しい考え方にさらされることによって変化しなければならないため、何度も何度も繰り返されています。これらの繰り返しはまた、あなたの新しい高尚な思考プロセスが、同じまたは類似の高尚な思考を繰り返し考えることを含むことをあなたに思い出させるはずです。

この本のムルリの抜粋、説明、提案を使用することとは別に、あなたの思考が高尚な思考であることを確認するために、ブラフマ・クマリスのウェブサイトにアップロードされている記事、本、「思考」などの知識について熟考することもできます。また、https://www.bkググるコム で検索して、さまざまな種類のBK素材のリンクを取得することもできます。したがって、あなたは数多くのムルリポイント、「思考」、説明などにアクセスでき、毎日の思考中に思考プロセスを改善するために使用できます。

1994年にブラフマ・クマリス・ラージャ・ヨーガに紹介されたブラフマ・クマリ・パリは、この本のすべての章ですべての説明を書いています。彼女はまた、ブラフマ・クマリスの知識に基づいて他の本や記事を書いています。これらは http://www.gbk-書物.コム/ホーム.html などからアクセスできます。

この「考え方」の本は、上記のブラフマ・クマリスのウェブサイトなどを通じて敬虔な奉仕を行うことに専念しているチームである「シブ・ババ・サービス・イニシアチブ」の他のメンバーによって編集され、さらに発展しました。

2018年、チーム「シブ・ババ・サービス・イニシアチブ」、BKのググる検索エンジン、そして前述のブラフマ・クマリスのウェブサイトを管理するBKは、神(シブ・ババ)がこの本を書くべきだと言っているので、「考える方法」というタイトルの本を書くようにブラフマ・クマリ・パリに依頼しました。したがって、ブラフマ・クマリ・パリは、この本を書かせるために率先して取り組みました。彼女がこの本を書くのが楽しかったのは、それが彼女が神に近づくのを助け、彼女の思考プロセスを改善したからです。

––––––––
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Introduction

A human mind thinks approximately 60,000 to 70,000 thoughts per day; out of this 90% goes waste. Most of these thoughts are generated automatically to bring about a continuous flow of thoughts in the mind. Since we are usually not paying attention to these thoughts, we may not be aware that numerous thoughts are streaming through our mind. The creation of these thoughts is inspired by what we see and hear during the day.

What we think in the mind is reflected in our words and karma/actions, and it leads to the formation of habits. Our collection of karma, and habits, create our destiny. For this reason, we should be more careful of what we think.

Have you ever tried to check your thoughts? We are hardly conscious of our thoughts and, generally, we do not monitor the way we think. If we become aware of how we think, we can check our thoughts and change it; if we can change our thoughts we can change our destiny. This book will guide you on “How to Think” based on the Murli (God's teachings) of Brahma Kumaris Godly Spiritual University.

The knowledge in the Murli (hereafter also referred to as the ‘BK knowledge’) is used by the members of the Brahma Kumaris to create elevated thoughts. Through just one powerful elevated thought, you will be in the Angelic World with God (Shiv Baba).

Before 1969, the Murli was given through using the physical body of Brahma Baba. After Brahma Baba left his physical body, in 1969, the Murli was given through the physical body of Dadi Gulzar. The Murli, which was spoken by God through using the physical body of Brahma Baba, is called ‘Sakar Murli’. The Murli, which was spoken through Dadi Gulzar, is referred to as the Avyakt Murli.

This book has been written to guide the readers to only think about the knowledge that is given by God in the Murlis. Thinking about this Godly knowledge will make you spiritually powerful. Hence, there are extracts from the Murlis, in this book, along with some explanations and suggestions. The date, when the Murli was read in the BK centers, is given at the top of each murli extract. ‘SM’ stands for Sakar Murli and ‘AM’ refers to the Avyakt Murli.

The explanations given, after each murli extract, will help you to understand what God is saying in the relevant Murli. So you will find it easier to churn (think about/contemplate on) the murli points in the Murli. Suggestions on what kind of thoughts etc. you could create are also given along with the explanations.

Contemplating on the BK knowledge is done through thinking about the knowledge, or murli point, deeply. This is called churning the knowledge. Churning involves thinking about the knowledge, or murli point, from all angles, with faith, until you become saturated with the knowledge so as to get the benefit of the churning process.

Indians churn the milk to get ghee which is highly valued. Hence, in the Hindu Churning of the Ocean myth, through the churning of the Ocean of Milk, nectar and a lot of other valuables are portrayed as being received. This reflects how through churning the BK knowledge, you get multimillion-fold benefits which are valuable and are like nectar, for example:

1. you are in the presence of God. So you experience intoxicating bliss which tastes like nectar.

2. you are able to receive God’s help, etc. through your link to God.

3. you claim your inheritance from God, i.e. you regain your perfect divine state and perfect divine world where you enjoy happiness, status, wealth etc.

4. you become spiritually powerful. On this account you enjoy stability, spiritual strength, happiness, peace, purity, bliss, etc. in this and future births. The bliss which you enjoy, through churning the knowledge, increases as you become spiritually powerful.

5. you will no longer be disturbed by the vices. Thus, you can easily enjoy the intoxicating, blissful stage.

6. you have a better understanding of the knowledge given by God.

Your thoughts will be accurate, and elevated, when you are contemplating on the murli points which were given by God in the Murlis. This accuracy in thoughts will bring you into a high spiritually powerful stage because accurate, elevated thoughts are powerful thoughts.

Have faith that what has been said in the Murlis is the truth. This will help you to create powerful thoughts. Doubts will weaken your thoughts.

Each murli point is filled with power; you should also consider them to be powerful so that you can easily attain a high spiritual stage. Contemplating on the murli points includes creating thoughts based on the murli points and remembering what God has said in the Murlis. Remembering is part of the thinking process because new thoughts are created when you remember something.

If you constantly contemplate on the murli points, waste thoughts would not be able to occupy any space within your mind and your intellect would also not be touched by waste. Thus, you can attain and maintain a high spiritually powerful stage easily.

One or more murli points should be contemplated upon each day so as to attain an elevated stage and to understand the knowledge, given by God, further. Through constantly contemplating on the murli points, the way you think will change and this will help you, thereafter, when you are reflecting on the knowledge. With time, as you keep ruminating upon the knowledge, you will find it easier to instantly go into a meditative state with just a thought.

When musing on a particular murli point, you should go into the depths of it. For example, when you think about God, consider everything that has been taught in the Murlis about God and, at the same time, bring yourself before Him through visualisations. Visualization involves creating thoughts with images. When your visualisations are based on what has been said in the Murlis, you will have powerful visualisations that bring you before God/Baba. These visualisations should include seeing yourself as the soul.

When you are thinking about the knowledge in the Murlis, with faith that it is true and with the intention to become spiritually powerful, you are making spiritual efforts to transform yourself into the divine state. 

In this book, the word ‘Baba’, which means Father, is sometimes used while referring to God since God is the Father of the human souls. Sometimes, “God/Baba” is used just to leave more impressions within you (the soul) that God is your Father/Baba. Impressions of what you read, think, see, hear etc. are left on the energies of the soul and these are stored in the memory bank of the soul so that they can be remembered. When there are more impressions relating to God, they help you to easily remember God.

In this book, the explanations that have been given under the earlier murli extracts are not repeated unless there is a need to repeat something for giving proper explanations. Only new murli points are explained in the later chapters. Explanations are also not given if the explanations are there in the murli extract itself. The murli extracts, in the later chapters, are sometimes longer because a lot of the murli points have already been explained in the earlier chapters; so the reader should be able to understand what is being said in these later murli extracts. Some of the murli points are being repeated again and again because your thinking process has to change through being constantly exposed to the new way of thinking. These repetitions should also be a reminder to you that your new elevated thinking process involves repeatedly thinking the same or similar elevated thoughts.

Apart from using the murli extracts, explanations and suggestions in this book, so as to make sure that your thoughts are elevated thoughts, you can also contemplate on the knowledge in the articles, books, ‘thoughts’, etc. that are uploaded at the Brahma Kumaris website (https://www.brahma-kumaris.com). You can also do a search at https://www.bkgoogle.com to get the links for various kinds of BK material. Hence, you have access to numerous murli points, ‘thoughts’, explanations etc. which can be used, during your daily thinking, to improve your thinking process.

Brahma Kumari Pari, who was introduced to Brahma Kumaris Raja Yoga in 1994, wrote all the explanations in all the chapters of this book. She has also written others books and articles based on the knowledge of the Brahma Kumaris; these can be accessed through http://www.gbk-books.com.html, etc.

This “How to Think” book was edited and developed further by the other members of the “Shiv Baba Service Initiative”, a team which is dedicated in doing Godly service through the abovementioned Brahma Kumaris website etc.

In 2018, the BK who manages the team “Shiv Baba Service Initiative”, the BK Google search engine and the abovementioned Brahma Kumaris website had requested Brahma Kumari Pari to write the book titled “How to Think” since God (Shiv Baba) has said that this book should be written. Therefore, Brahma Kumari Pari took the initiative to get this book written. She enjoyed writing this book because it has helped her to get closer to God and has improved her thinking process.
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1 魂
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ムルリ抽出物 (SM 19-11-2018):

「人の体はこれらの目で見えますが,魂は神の示現で見ることができます。人々は異なる特徴を持っていますが、魂は違いはありません。すべてが同じです。それはただ、すべての魂の部分は異なっているということです。人間は大きくも小さくも、魂は大きくも小さくもありません。魂の大きさは同じです。

かき回す：

上記のムルリの第一のムルリのポイントは、「人の体はこれらの目で見えるが、魂は神のビジョンで見ることができる」です。このムルリの点について熟考しながら、あなたは自分が肉体ではなく魂である方法について熟考することができます。肉体は物質的であるからどのように見ることができるのかを考えることができますが、魂は生きた白い光の形而上学的点であるため、魂は目で見ることができません。魂は幻の中でしか見ることができず、物質世界のすべてを見ることができるので、誰もが幻を見ることができるわけではありません。また、次の方法について熟考することもできます。

1. 魂は、目に見えない心、知性、サンスカラ(記憶/印象)を使い、

2. 魂が心、知性、サンスカラをどのように使っているかを見ることができない。人は魂がそれらを使った結果しか経験できません。例えば、あなたは自分が決断を下したことは知っているでしょうが、その決断を下すために心、知性、サンスカラがどのように使われたかを見ることはできません。また、あなたが自分の物理的な目を使ってどのように決断を下したかを他の誰にも見ることができません。

また、美徳を体験することはできますが、誰もそれらを見ることができないという事実を反芻することもできます。これは、あなたの体があなたの毎日の活動中にどのように使用されているかを誰もが見ることができる方法とは異なります。

「人は異なる特徴を持っていますが、魂は違いはありません。全てが同じである」と、上記のムルリ抽出物において、第2のムルリ点である。このムルリの点について熟考しながら、それぞれの肉体がどのようにして異なる特徴を持っているかを考えることができますが、それぞれの魂は単なる光の点です。人は、多くの魂を見るというビジョンを持っているとき、多くの「光の点」を見るだけです。

「すべての魂の部分は違うだけだ」という言葉は、もう一つのつぶやきのポイントです。このムルリの点について深く考えながら,一人一人がそれぞれ異なる種類の人生を生き,異なる役割を果たしていることを考えることができます。

最後の、または4番目のムルリのポイントは、上記のムルリ抽出物において、「人間は大きくも小さくも、魂は大きくも小さくもない。魂の大きさは同じだ」。このムルリの点について熟考するとき、それぞれの魂が光の点にすぎないのに対し、人々の体の大きさがどのように変化するかを考えることができます。また、巨大な天体が自然界で非常に限られているのに対し、光の点は、そのエネルギーが振動してコーポリアル世界のどこにでも行くことができるので、非常に無限である方法を比較することもできます。合流期には、魂のエネルギーは肉体的世界を超えて天使の世界に到達することもできます。

その日のためにチャーンするムルリポイントを選びながら、上記の4つのムルリポイントのいずれかから1つを選ぶことができます。しかし、あなたがそれをかき混ぜるとき、あなたは考えることができます:

1. この章で述べられていることすべて。

2. 神が魂に与えたすべての知識。

あなたが魂の形而上学的性質と各魂のさまざまな部分について考えているとき、あなたはまた熟考することができます:

1. 世界樹を通して描かれる魂の役割

2. 魂がどのようにして多くの誕生を遂げるか、それぞれの時間のサイクル(以下「サイクル」という)。

ムルリポイントのさまざまな側面について考えるとき、あなたは知識をかき混ぜています。このチャーニングプロセスは、あなたを知識の海(神/ババ)に結びつけるのに役立ち、あなたはすべての貴重な利益を受け取るために知識の海をかき混ぜることになります。したがって、あなたは常にかき混ぜるプロセスに関与し続けるためにムリポイントについて考えるべきです。

––––––––
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1 Soul

Murli Extract (SM 19-11-2018):

“The body of a person is visible with these eyes but the soul can be seen with divine vision. People have different features, but souls are not different; all are the same. It is just that the part of every soul is different. Human beings are big or small whereas souls are not bigger or smaller; the size of souls is the same.”

Churning:

In the above Murli, the 1st murli point is “The body of a person is visible with these eyes but the soul can be seen with divine vision”. While contemplating on this murli point, you can reflect on how you are the soul and not the physical body. You can think about how the body can be seen since it is material, whereas the soul cannot be seen with the eyes because the soul is a metaphysical point of living white light. The soul can only be seen in visions, and not everyone can see visions as they can see everything in the physical world. You can also contemplate on how:

1. the soul uses the mind, intellect and sanskaras (memories/impressions) which are also invisible, and

2. one cannot see the manner in which the soul is using the mind, intellect and sanskaras; one can only experience the result of the soul using them. For instance, you will know that you have taken a decision but you cannot see how the mind, intellect and sanskaras were used to make the decision. Neither can anyone else see how you have taken the decision through using their physical eyes.

You can also ruminate on the fact that you can experience the virtues but nobody can see them. This is different from how everyone can see the way your body is being used during your daily activities.

The words “People have different features, but souls are not different; all are the same”, in the above murli extract, is the 2nd murli point. While contemplating on this murli point, you can think about how each physical body has different features whereas each soul is just a point of light. One would just see many ‘points of lights’ when one has a vision of seeing many souls.

The words “It is just that the part of every soul is different” is another murli point. While you ponder on this murli point, you can think about how each person is living a different kind of life, performing different roles.

The last or 4th murli point, in the above murli extract, is “Human beings are big or small whereas souls are not bigger or smaller; the size of souls is the same”. When contemplating on this murli point, you can think about how the bodies of people may vary in size whereas each soul is only a point of light. You can also compare how the huge bodies are so limited in nature whereas the point of light is so unlimited since its energies can vibrate to go anywhere in the Corporeal World. During the Confluence Age, the energies of the soul can also go beyond the Corporeal World to reach the Angelic World.

While picking a murli point to churn on for the day, you can pick one from any of the above 4 murli points. However, when you churn on it, you can think about:

1. everything that has been said in this chapter.

2. all the knowledge which God has given on the soul.

When you are thinking about the metaphysical nature of the soul and the different parts of each soul, you can also contemplate on:

1. the soul’s role that is portrayed through the world tree, and

2. how the soul takes many births, during each Cycle of Time (hereafter referred to as ‘cycle’).

When you think about the various aspects of the murli point, you are churning the knowledge. This churning process helps to connect you to the Ocean of Knowledge (God/Baba) and you will be churning the Ocean of Knowledge to receive all the valuable benefits. Therefore, you should constantly think about the murli points so as to remain involved with the churning process.
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2 オリジナルで永遠の形


[image: image]




ムルリ抽出物(AM 13-3-2016):

「あなたの本来の姿は、不純なものではありませんでした。あなたの永遠の形も元の形も純粋です。不純物は人工的なものです。それは本物ではない。...ただ一つの考えを持ってください:もともと、そして永遠に、私の本当の形は純粋な魂のものです。あなたが他の人を見るときはいつでも、彼らのオリジナルで永遠の本当の形を見てください。自分自身と他者のこれらの形を見て、本当の形に気づいてください!

かき回す：

魂の本来の資質は美徳と力です。これは、魂がもともと純粋なエネルギーで満たされていたことを意味します。悪徳(不純物)は私たちの本来の資質ではありません。魂の純粋な普通のエネルギーは、私たちが悪徳に屈服すると不純な状態に変わります。その結果、悪徳は魂の中に存在します。これらの不純なエネルギー(悪徳)は、魂の本来の形でも、本来の形の一部でもありません。魂の本来の形は、永遠に、純粋な形にすぎません。弱い普通の状態のために、悪徳は私たちに私たちも不純なエネルギーであると思わせました。あなたがこのように考えるのをやめるべきです、なぜならあなたが思うことはあなたがいる状態に影響を与えるからです。もしあなたが自分が純粋な徳高い魂であると思い続けるなら、あなたは容易に純粋な徳高い状態、すなわち、純粋な徳高い自己であることを楽しむでしょう。これはあなたが最高の精神的な段階を楽しむのを助けるので、あなた自身を額の中央のあなたの席に座っている魂として見てください。この思考はBKの知識に基づいて創造されているので、それは神とのつながりを開始します。だから、あなたはこの純粋な高尚な段階に到達する。

あなたが自分自身を魂として見るとき、あなたはこの効果のための思考を作り出しています。あなた(魂)があなたの心の中でそのような考えを創造するとき、思考が創造されたときにあなたは純粋な状態に連れて行かれたので、その思考の印象は魂の純粋なエネルギーに残されます。あなたの知性は、思考の印象を魂の記憶バンクに取り込みます。印象は純粋なエネルギーに残され、これらのエネルギーは純粋な状態にとどまるので、記憶バンクの中で、それらはあなたが純粋であり続けるのを助けます。魂の中の純粋さは、あなたがこれらの純粋な考えを魂の中に蓄積し続けるにつれて増します。ですから、あなたが純粋な徳高い魂であるという趣旨の多くの考えを創造し続けてください。それはあなたがあなたの元の、永遠の、真の形を経験するのを助けます。あなたがこの段階にいるとき、あなたはこれがあなたの本当の形であることを知っています。
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